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保 幼 小 連 携 だ よ り No.14
保幼小連携だよりでは、『宗像市幼児教育振興プログラム』に基づく保育所・幼稚園・認定こども園と小学校・

義務教育学校との連携のための取り組みを紹介します。（市のＨＰにも掲載しています。）

〇保幼認小義連絡会「情報交換会」

参加者の声

◆園から

６月３日に宗像市役所で保育所・幼稚園・認定こども園・小学校・義務教育学校連絡会を開催し、

48名の先生方にご参加いただきました。

3月までの園生活の様子と4月以降の入学後の学校生活の様子を語り会い、情報交換を行うこと

で相互理解を図ることができました。

参加の先生からは「直接子どもの様子がきくことができた」「子どもがスムーズに学校生活が送

れるための安心感につながった」という声があがっていました。

園と小学校との連携・接続を図るよい機会となりました。

小学校1年生の担任と昨年度年長児の担任が
参加して、新入生の情報交換を行いました。

◆小学校から

・事前に伝えていたことを、引き継いでくれて
いることに感謝します。

・情報交換会を通して、子どもの成長の過程や
支援方法を共有できてよかった。

・園での様子を知ることができ、新たな情報を
知ることができた。

〇第１回 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に関する研修会

6月29日に福岡教育大学附属幼稚園で宗像市保育所保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭研修会を

開催しました。対象者は3年未満の保育士・幼稚園教諭とし、市内の関係施設からは33名が参加しました。

今年度は保育参観の時間を長く設けたあと、各クラスに分かれて意見交換を実施しました。

当日は熱心に保育を見学される姿や子どもたちと笑顔でやりとりする姿が見られました。参加者からは、

「子どもたちの声かけや環境の工夫がとても参考になった」という声が多くあがっていました。保育参観、

意見交換を通して、発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育及び学校教育の充実を図る研修となりました。

子どもたち一人一人が生活し
やすく、心穏やかに過ごせる
工夫がたくさんありました。

遊びを引き出せる
工夫がいっぱい！

保幼認等と小学校との
連携・接続の強化
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○ Next…
◆第１回幼児教育研修会（８月３０日延期分） 日程：令和５年２月２１日（火） 場所：メイトム宗像

内容：「絵本と子ども」 講師：福岡教育大学教授 船越 美穂 先生

9月28日にメイトム宗像で保育所・幼稚園・認定こども園の加配職員を対象とした研修会を実施し

ました。本研修会では、特別支援教育について、教育政策課特別支援教育指導員から講義を行い、そ

の後、参加者同士の情報交換を実施しました。参加者からは、「すぐに実践できるコミュニケーショ

ンの仕方や子どもとの関わり方について学ぶことができた」という感想があり、保育者の資質及び専

門性の向上を図ることができました。

〇第３回 幼児教育研修会

11月21日に宗像市役所で宗像市保育所保育士・幼稚園教諭・保育教諭・小学校教諭研修会を開催

しました。コロナ禍での研修にあたり参加人数を制限し、感染症対策を十分行った上で実施いたし

ました。市内関係施設からは33名の参加がありました。

本研修会では、「幼児教育と学校教育の違い」「違いを踏まえた上での保幼小連携の在り方」に

ついて中村学園大学の櫻井氏による講義を行い、グループ協議は近隣の学校と園でグループを構成

し今後の連携の在り方について協議を行いました。保幼認小連携の必要性や今後の連携の具現化に

関する協議等を通して、保幼認小の相互理解を推進し、幼児教育及び学校教育の充実を図ることが

できました。

〇第２回 幼児教育と小学校教育の円滑な接続に関する研修会

参加された先生方は、愛着、信頼関係、安全基地など関係性
において大切なお話をとても熱心に聞かれていました。

子どもの話を聞き子どもの
感情を共有することで、子
どもの安全基地をつくって
いきたい。

園と小学校とで意見交換することで具体的に聞くことが
でき、今後の対応について考えるきっかけとなりました。

・園と小学校の違いをまず知ること
が大切である。

・「教える」のではなく気づかせる
（考えさせる）ための環境の工夫
が大切だとわかった。


